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最初の TH センサー（温度・湿度を

計測）を巣枠の最上部に設置しま

す。 

２番目の TH センサーもしくは T

センサーを最初の TH センサーの

下部になるように設置します。 

片面型重量センサーの場合は 

巣箱を支える補助材を設置します。 

片面型重量センサーの場合は、全面

に設置します。また、巣箱の後ろか

ら見て、右側に ID ラベルが見える

ようにして下さい。また影側になる

ような設置をお願いします。 
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⁻SubHub 

本機器は Bluetooth の送信範囲を拡大させ、高速通信を行うものです。SubHub は各

BroodMinderセンサーの情報を読み取り、広範囲の送信能力を使って約 330メートル程度の

範囲で通信を行います。 
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https://www.youtube.com/watch?v=B14U5S49EEE&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=B14U5S49EEE
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By Theo Hartmann, July 2016

ここでスイッチが入
り、下の箱は 32℃以
上に保たれるように
なりました。下段の箱
が発達し始めるには
絶好の条件です。 

巣箱上部のセンサーは周囲の温度変化に追従
しています。女王蜂が下の箱に移動したため、
多くの蜂が上にいるときよりも、低い温度を示
しています。 
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